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震源地の野島断層（淡路島北淡町）



寄贈

LPガスiil飩本部l;,:

北野久火

|氏災文庄，―-八」

阪神・淡路大震災

Pガスの活躍

平成7年1月17|l午riii5時46分、まだ明けやらぬ阪神・淡路地

域を突Krlとして製ったtl>m直卜型大地虚は、 •瞬のうちに、ガス ・

水道・屯気・交通・通信といったライフラインをすぺて破壊し、非梢

にも6千人を超えるはい人命を奪い去り、戦後i立大の人す参事となったu

道路は随所で寸l祈され、阪神問の大動脈てある晶速道路は橋

Hrが洛卜＾横倒しになって崩壊したはか、JR、阪神・阪怠、電車、神

戸邸速、神戸地卜.鉄も運行不可能となリ、また、100万を越える椛

僻で停屯、135Ji Ill:、盟か断水、屯話は28Jj5千lnl線がイ湘迪となっ

て、都rli機能は充令にマヒした。

都市ガスにあっては、各所で埋設hじ管が損偽し、随所でガスカfJIn,11し・漏洩して、住宅街

にガス臭がただよい、i肱曳した都市ガスと通屯による複合火災も発生するなど、住民に大

きな小安と恐怖を与えた。

また、災害救助法の運Jllを受けた10市 10町で、 85万T「~4百 lIt帯の都巾・ガス供給が停

ll：し、大阪ガスでは全国から延72万余名の応援を得て懸命の復l□作業を続けたが、そ
の復旧には85nを要することとなった。

一方、LPガスにあっては、地店発生後ただちにLPガス販売．r..業者が供給現場へかけ
つけ、倒壊した家屋からLPガス容器を撤収したリ、火の手が迫うた消費設備から容器を

安令な場所へ移すなど、夜を徹しての作業を綺けたほか、多くの消骰名自らが地ばi発生

直後に容器のパルプを閉栓、また地域の消防機関・自治会等もこれに全面協力、そのた

め、あれだけの大地しどであったにもかかわらず、ご次災害は、イ<nI抗力とも互える1件のみ

にとどまったことは、まさに奇跡といっても過言ではない。

また、復IU作業については、地L'i発生当 Hから各家庭の安令、点検を附始し、安全が確

認されればその場で開栓して使用していただくことにしたため、LPガスの特性である「即

応性」が迫憾なく発揮された。

被災地域でLPガスを使川している家庭は23Jj5千8Hit幣、そのうち、危険箇所からの

容器の撤収や安全点検を要したものは16/j2千7百柑昴あったが、不眠不1木の体制と
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NEVER GIVE UPの精神で12日後の1月28日には、これらすべての世帯の復旧作業

を無事終えることが出来た。

神戸市、芦犀市、西宮市等の都心部では、長期間都市ガスの供給が受けられず、市民

が長期にわたって、炊事、風呂、暖房にもこと欠く不便な生活を強いられることになり、日常

生活に大きな影響を及ぱしたが、中でも病院での医療用、避難所での炊事・暖房用として

緊急に求められる熱源はLPガスに頼らざるを得ないため、LPガス販売事業者は24時間

体制で、陥没した道路を迂回し、或いは伺れかかったビルを避けながらLPガスを供給し

つづけ、緊急要望に応えてきた。

そのほか、避難所や一般家庭をはじめ、喫荼店、飲食府またテント村にも可能な限りの

供給を行うなど、供給がストップしたままの都市ガスに代わって、LPガスは市民の生活基

盤を根底から支えて来たのである。

また、倒壊・焼失等により住居を奪われた被災住民のための仮設住宅は、8月17日現

在、722団地で47,950戸が建設されたが、これらの仮設住宅では、すべてLPガスが使用

されることとなり、1月20日から始まったLPガス配管工事と開栓作業並ぴに入居者に対す

る安全使用説明は、未整地という悪条件の中で、時間的制約もクリアーしながら、言葉ど

おりの人海作戦をもって実施された。

日常生活の基盤を支える「都市ガス」と「LPガス」という二大ガス休熱エネルギーの片

方の都市ガスは供給小能となる大打撃をうけたため、長期間にわたる住民の生活苫は察

して余りあるものであったのに対し、片方のLPガスは、地震発生直後から始められた復旧

作業により、震災当日からでも使用できるようになり、なおかつ、都市ガス供給エリア内の

一般家庭に対しても万難を排して安全供給がなされ、阪神・淡路大震災におけるLPガス

は、その特性の「利便性」「即応性」「安全性」を遺憾なく発揮して、「災害に強いLPガス」

を実証したほか、LPガス販売事業者はその社会的使命を十二分に果たし得たと信じると

ころである。

平成7年盛夏
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阪神・淡路）凶捻災 LPガス(/)泊躍

I被害状況
震度7の激震は、LPガス販・た事業者の店舗、容器潰場、

消費設備にも容赦なく襲いかかり、甚大な被害を与えた。

大打撃を受けた「昧lk島酸如:ti会」（呻戸市・兵庫区）
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↓崩れ浴ちた唸こしかみ付くように脈れドがるマイコンメーター。

④iiiili各ちた 1：壁に埋もれたiH廿設備。
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高圧ホースは強かった。

1'I：地が陥没v20キロ容沿Hれ釦こ浮いた状態だったが、かろうじてはifI：ホースてぷら卜．がってしヽる。

€

激
し
い
縦
揺
れ
・

横
揺
れ
の
た
の
、
チ
ェ
ー
ン
止
め
フ
ー
ク
か
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す
れ
た
が
、
む
回
圧
ホ
ー
ス
が
容
沿

の
わ
倒
を
防
い
だ
。
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~誰が捨てたのか空地に柘かる20キロ容匹。通報を受け、漉会職員がlul収に出111) <。

④倒壊した家屋や、崩れ落ちたプロ・／ク塀でili楊を受けた容器。
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猛炎天を焦がす．I

↓「この中にプロパンがあり、h¥発する危険かあります」とのIl叫放送かなされたが、周辺てはLPガスは

釦Ilされておらず、！ド尖無根のふ報。この度の地震で爆発した容器は1本もない。

~ここでもi肖代者の「によって容沿のパルフか閉められていた。
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↑
改
し
い
揺
れ
で
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た
に
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容
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も
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↓容料の l：へj・・各卜-してきたコンクリートIせ根↑
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↑
倒
埃
し
た
家
弔
と
共
に
折
れ
曲
が
っ
た
都

diガ
ス
メ
ー
タ
ー

。
都
巾
ガ
ス
被
9
り
は
μ
大
て
、

都
心
部
で
に
こ
う
し
た
光
屈
が
各
所
で
兄
．
9

ぇ
け
ら
れ
た
。

↓もともと卜．jへい部だったか、板味かはかれて配怜か如l‘,。祁T部分からガスか漏洩し火を11知、た。',(j側
の加ヽ部分か焦げた板呟へinfi行は直ちに容硲パルプを1判めたため、家料の焼失は免れた。

これか、この1文のL'迄災て起きた、 ただlf'I•のLPガスによる被災↑沐'{。.. ·-••·.. _ i ;ノ



阪神・淡路）咋旦災 LPガス(/)泊躍
●o 

n懸命の復旧・復興作業

． 
•' 

．．
 

家屋倒壊（淡路島・北淡町）

倒壊した家格の下敷きになった20キロ容器。

ハイテクを駆使したメークーも、これでは役立たず。
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容器はとこだ．I

令崩壊した家岸のガレキを除き、懇如こ容沿を探すLPガス業行。

.，．． --

・--_} 

（↑
傾
い
た
家
と
家
と
の
す
き
間
か
ら
容
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を
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す
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P
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の
点
検
＂
只

゜
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↓ !t合虻行の容料ハウスの中ても容沿が柘倒。クサ'JJI-．めのフクがプロック閃墜から抜け浴ちてし、た。
,-::;1,:．ホースはこのよう，こ伸ぴる。 ii1|l::Jii瑾思こ懇命のLPガス業行

ソ
Ff

~壁が崩れ浴ち、取リ付けてあったメーターもずり浴ちる。
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↓倒れた容Gif(/1:側）の高ll：ホースは、60cmのものが110cmにまて伸ぴてし、た。

↓,全店が紐く中、倒埃したフロ Iク塀に押しつぷされたメーターを取リクトし、容比を[rIl」J...するLPガス＇符；業
マンn
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↓大阪ガスでは、全lr」から72)j名の応援を得て復IH作業に令）Jをあげたが、総延lと5.600キロメートル

にも及ふ埋，よ配符の復11:1は困難をきわめ、復ID宣パまでに85flを要した。

神戸市兵庫区・山本さん談

④「'家は全壊し、舛地にフレハフ住宅を建てました＾都rliガスを引き込むのに30)jド］の柑用がかか1)ます
フロハンだと、とても安価で、使ってみると都,Iiガスとi91Jら変わりません。」
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救援物資か届く

↓lH2l ll f•朝、大阪府LPガス協会から救援物沢として20キロ容岱lO(） 4叱、カスストーフ50台が夜を

徹して1rtiけられ、直ちに避難所方で使われt..::-

~午後4時、大阪を出発した救援物査佑送隊（トラ／ク5台）は、ハトカーの先iりを受けながら'niij7時に神

r浮1Jrr。
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救援物資の容器も大活躍

↓全国から届けられた放多くの救拓物沢は、い・速岡liカスがストップしている

湖された。

一般家庭．こも届けられ、感

⇒

’
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ぐ
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し
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•
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配
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大
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か
、
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湖
ぺ
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売
業
者
。

特
に
淡
路
島
で
は
、
こ
う
し
た
地
割
れ
か
多
発
し
、
埋
設
管
の
点
検
に
苫
労
し
た
。
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阪神・淡路）⑪ば災 LI>ガスU)泊羅

圃仮設住宅での活躍

立ち並ふ仮設住宅（神戸ポートアイラント）

避難所などで苦難の生活を余儀なくされた被災住民のための仮設住宅は、8月現在
722ヵ所で47,950戸が建設されており、これらの住宅で使われるガスは、すべてLPガス。
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工事作業のスタート
~声届 rli,,;;i浜町では、2 名 l組で50班を編成 200戸の取付 l：ー・ドをlH で完［する。 (H7. 2.25>

ます整地から
~ t地か木炉備のため、 •佐車て地ならしの l：木作業。湯沸器、コンロ、メーター方をIx．ク沢tして各戸 11

へ運ぷ。
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ョイショと
↓仮よittの中まて中は入れない。稔承：t,し、luキロの容器の屯さは、スシリとhiにくし、込む。

1'.fi.950戸の仮，没it宅ては、すべてLPガスが使われたか、 1：地が未整備のため、容器は1本1本LPガ
ス販売ボ業者の旧にかつかれ運！これる。
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,,1,2名l角Ilで、 f介こ取付 l―-•l達を間始。

①「氣密テストよし」凡'.i火状態よし」「陀報沿作II)よし」「メーター遮断よし」すぺてJ)安全点検力‘・;cfoし、
つでも供給OK。あとは入店者を祐つだけ。
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まさに人海戦術
↓カス、水道、屯気も＇元備し、し、よし、よ今 IJは人柑Il̂LPガス業者は5臼こ1人の削合て、rJIYtと安全使
lilp見11J1のためlll．FIMl1iiiにl、合し、入念な加iij打合わせが行われる＾

人・人・人

↓わがぷとなる仮設ittの鍵を受けとる人の波。LPガス業行は1i11に立って入Jl1；者を竹つか、打ち合わ
せどうリ．こうまくしヽ くかどうか、ちょっと心ntし

21 
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入
店
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ザ
ー
だ
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、
特
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念
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お
客
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に
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て
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け
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ま
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、
汲
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を
粒
け
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党
菓
マ
‘
ろ

空



~台所には、 l[1コンロlヶカ泣た沢されてし、る「ご利的なら211コンロもありますよ」と沿！！の紹介もする。

小さな気くばりか事故を防ぐ
~点火状況ぱよいか、 1 戸 l戸の宅内を巡1111 し、無1i故を顛っての入念な点検を読ける。

.‘
 

~鳥

T
 

•• 

23 



LPガスでよかったネI

笑顔の入居者
噂難の避難所・’I:．活からやっとf？放され、今Ilからわか釆てれ、・ •I国1’,4こます。
暉呂にも＾れます。LPガスさんあリがとりと笑項で1心えてくれたこ未り入。
（川西rli（反＇没1i'i:;：こて）
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阪神・淡路）凶ば災 LPガスの泊躍

IV復興の炎
LPガスは住民の生活基盤を根底から支えてきた。

助け合うこころ燦燦

1月208、九州のLPガス業者（九州カマタグループ）が被災地に入り、温かいご飯、

ブ1x'it、ラーメンなどを提供。数多くの避難所で救済活動を展開した。その他全国

から何万もの救援グループが各所でボランティア活動を行ったが、活躍した燃料

はすべて箇便なLPガス。（西宮市中央体育館にて）
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~l~iは壊れても1占外て名物の神戸ステーキを提供する LPガスて焼いたステーキは

（神戸rli巾央l刈こて）

↑
辰
火

3
f
l
t
の
1
J
J
1
9
H
に
は
、
1
i
く
も
街
中
に
届
台
が
寸
ぢ
牝
ぴ
、
力
強
い
復
聴
の
息

吹
き
か
感
じ
ら
れ
る
。
熱
源
は
ず
へ
て
L
P
ガ
ス
。
（
神
戸

rIi1央
区
の
公
園
に
て
）

叫注）がうとか。
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明暗を分ける(lII西市内にて）
↓ l"]じタイプの1戸建が、W．ぷ廿庄街。手Hiiの家はLPカスで1}ll7H午後から平常どおリガスか使えだ
か、 2軒•H からは都市ガスのため且期間ガスが使えない。追路の黒い部分と (1い部分が明暗を分けた。

（↑j「
水
は
給
水
巾
か
ら
ぶ
烈
源
は

L
P
カ
ス
を
フ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
協
会
こ
手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

1
週
側
て
党
業
を
始
め
た
「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
コ
ロ
ナ
」

)

神
戸
市
中
央
区
・
加
納
幸
太
郎
さ
ん
談
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を
「
い
つ
ま
て
9
り
て
も
都
巾
ガ
ス
は
止
ま
っ
た
ま
ま
て
ぶ
呂
業
出
米
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
。
フ

ロ
ハ
ン
ガ
ス
の
お
低
で
地
ぷ
後

1
週
間
［
に
党
業
再
間
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
ん
ハ

h
も
強

く
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
」

神
戸
市
中
央
区
・
中
野
比
呂
美
さ
ん
（
喫
茶
店
パ
コ
ダ
）
談

~崩れ浴ちた阪神lt]の）J動脈「阪神r";;i速道路」。恰脚の補強 I- 、ドが急ヒッチてすすめられているか、 1及

ILIまて2りはかかると＼ヽ う。
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~↓ ↓御ll ではポンペ片手にフランクの店が常業を始め、バス tがではポランティアか救板活動を始める。 と

こにifってもLPガスか大活躍。復興の炎は赤々と燃え、）j強い住民のヽi：ち I'.．かりにLPガス、ま欠か
せなし‘o

こ
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↓寒さの中、人々ぷ版かし、ものを求めてし、る兵1,li!＼！フロハンガス協会神,J女品では、迅端に湯茶サー

ヒスコーナーを設け、道行く人．こ無科提供。こんなこともLPガスだから出木ること。

--

r= 呈

疇

神
戸
市
灘
区
・
上
田
恭
子
さ
ん
談

↑
)「
水
道
も
屯
気
も
使
え
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
が
、
都

diガ
ス
は
ま
だ
使
え
ま
せ
ん
。
2
週
間

も
お
風
呂
に
入
れ
す
、

L
P
ガ
ス
に
切
リ
訣
9

え
ま
し
た
。
I
れ
も
節
単
で
、
今
11
か
ら
ゆ
っ
く

リ
わ
が
家
の
お
風
い
い
に
入
っ
て
姦
災
の
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。
」

都

diガ
ス
か
ら
L
P
ガ
ス
ヘ
切
リ
仄
＂
え
た
消
杓
者

。
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↑l「
IIll
初
は
カ
セ
・
ト
コ
ン
ロ
て
孜
炊
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
が
多
い
の
て
困
-
て
い
ま
し
た
a

テ
レ
ピ
の
C

M
を
兄
て
フ
ロ
バ
ン
ガ
ス
協
会
へ
屯
話
を
し
た
ら
販
売
比
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
助
か
リ
で
も
ん

で
い
ま
す
こ

神
戸
市
兵
庫
区
・
藤
岡
紀
代
子
さ
ん
（
主
婦
）
談

↑本建築が出米ないため、仮店舗で営業再開。都,Iiガスを引き込むよリLPガスの）iが経済的て使I:ll
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テント村にて
,,&,JJ II は流れ、、かヽ反かやーて米たのに、避難1祈にも仮立fi•了むこら入iこず、公 1.:i1や浮•K文ハ校庭などでテ

ント生活を余級なくされている1t民は2T•名余を数える/テント7) 外のパーヘキューコンロ．こ供給される

LPガス（神,i iii長lll区御1祓小芥佼．こて）

↓テントの中ても炊・ドIIIにLPガスか使われる I乱の無いIIはテントの中は401文近くになるとパう。

かんはって卜さし、0

ゼ



明石市林崎町・伊藤大喜さんからいただいたお手祇（原文のまま）

「IIJIイiのマンション，こfI:んてし、ますか、今11117)地ぷてLPカスてょかったこつくづく‘j泣：感しました。川のl;,Jう

側は大阪ガスて、l44hlガスが11:まったままでしたが、こちらはすぐ、’・'.,：検に木てし、ただき、そのIIから使え、

仲の良し、Jiにお風呂に入ってし、ただきました。l'＆の j’-i共もおIi¥呂に入れることができ、ホ I卜しておりま
す。これからもよろしくお崩iし、します。」

↑川の1r1Jこうf!!llが都1liガスエリアて、手tiりかLPガスエリア。

血

H
u
a
 ＿ 

↑地衣` りIIから使えた伊杜さん＇むの風呂
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↓尽々とした避難所の夜湖理場となった佼庭のI',-隅で野菜も焼きます。魚も焼きます。ここてもLPガス．ょ
人ー活躍。（神戸rli求淮lメ］）中学校にて）

④夜は冷え込む。支給されるお弁‘りは冷たい。せめて暖かいみそ汁とお茶を添えて…••• とLPガスを使っ
て夜社くまで活蹄するポランティア。（神戸rに難I和1)避難所にて）
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阪神・淡路大i詮災 LPガスの泊躍

v備えあれば憂いなし

毎年実施される防災訓練

総合訓線の他に各事業所でもそれぞれ実施される。容器に木栓を打ち込んで

ガスもれを止めたり、消火器で火を消したり。万ーに備えて職員は真剣そのもの。
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↓「初期泊火か人:l;IJですよ」とititli料員から、泊火匹の使し、方を教ゎる「．婦。

疇｀． 
＇ヽ•
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•'•,-- -・ • 9 -．．．-デ9..- ．

＾ヽ
'o、•一` -て ...:. ．-9 ～一 •一9 : : 

↓エアーポンヘを背にしての防災、Jll紬。II頃のガス虻逹とは勝fか迄うが、）j
紬をh'［み+-ねる。

の 緊怠、1，l',ilJに備え、r.Jll
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+~ 11f年、消野者を対象とした保安溝背会がl\！ド各地で開催される。 平成6年度は、!|！ド50ヵ所で開催

され、3)jJい全の泊柑者か熱心に叫き入った。こうした講t1会ても、 Jj-の場合は容料のパルプを閉
めることが強調され、こうした積みif[ね力ゞリ-；火災？；を防ぐ。
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令④（財）兵,.u県フロハンガス保安協会には、9つの保安センターがあリ、10b名の職iiが毎朝8時に消代
者＇tの湖1t.『．り；検に出発する。この度の；.,に災ては、これらの職liかナピゲーターの役nも液ね総出動
し、めざましい活躍を果たした。

-= 
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本誌に掲載の写真は、下記の各位からご提供いたたきました。こ協力に対し心から御礼申しあげます。

淡路ガス燃料株式会社

伊丹産業株式会社

井本産業株式会社

兼岡商店

共和蔽事株式会社

神戸マルヰ株式会社

株式会社広報企画

産業報道出版株式会社

株式会社石油化学新圃社

株式会社石油産業新聞社

ハミーガス株式会社

株式会社パブリシティワーク

沖名郡北淡町役場

株式会社水島酸索裔会

（アイウエオ願、敬称路）

阪神・淡路大震災が実証

LPガスなら復旧が早く、安全です。

大聾羅蒻曇で饒鰯笠聾且 ．

40 
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阪神・淡路大震災LPガス復興本部

兵庫県プロパンガス協会

〒650神戸市中央区中山手通7丁目28-33

兵庫県立産業会館内

TEL.078-361-8064（代）

FAX.078-361-8073 



cTロJa-00工：ens

兵庫県商工部計量保安課

阪神・淡路大震災LPガス復興本部
兵庫県ブロバンガス協会

兵庫県ブロバンガス卸協議会


